






－ 「三権分立」における展開例 － 
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Inquiry lesson practice that links learning content with the reality of modern society 












































































































































































        表１ 子どもの「学びを豊か」にする社会科授業デザイン 
















































































































































































































  ・「三権分立」，「司法」，「行政」，「立法」以外の「用語」や若干の解説を加えても 
良い。 
  このような条件下のもと，生徒はさまざまな工夫を凝らして，「三権分立」の表を作り， 
その解説や意図も記入させた。 
 
①  立 法  
与党     野党 
              司 法  
   






   
 ②        立 法  
 
 国 民  
 
 行政権           司法権  






③  行 政  
              司 法  
   


































 行政権           司法権  
 






⑦  立 法  
与党     野党 
              司 法  
   




























 ①  「司法権の独立」を自主的に調べた生徒にとっては，行政権や立法権とは距離がある 
   ことは当然であると考え，意図的に司法権を政治から切り離したように書いている。 
 ②  行政権と立法権を考える時，「衆議院」や「参議院」から「国政選挙」を連想し「国 
民」と結びつけている生徒は，逆に司法権と「国民」の結びつきが薄いことに少し気が 
つき始めている。 
 ③  三権分立の表のうち，立法権を与党と野党に分けている生徒は，この学習の意図が理 
解できているという点で，高評価に値する。 
④  この学習を終えた後に，「政治参加と選挙」という単元を学習した際に，「参政権の 
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